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恒例の、小学生のための「こわ～いおはなし会」を、今年の夏も開催しました。 

７月２８日（火）の当日は、開始時間の３０分ほど前から、児童室が子ども達で大賑わい。１回目のお話

を聞いた後に、そのまま残って２回目を聞く子ども達も多く、このおはなし会を楽しみにしてくれているこ

とを感じて、嬉しく思いました。おはなし会の演目は、「ちいちゃい、ちいちゃい」、「黄色いリボン」、「みつ

けどり」等の外国のおはなしや、「おしいれのぼうけん」、「わがはいはのっぺらぼう」、「だいふくもち」等の

日本の絵本と、盛沢山。怖かったり、面白かったり、おはなし会を通して大勢の仲間と体験を共有できるの

が、何よりだと思います。ぜひ来年も、ご参加ください。 

こわ～いおはなし会 
夏休み企画 図書館を楽しもうよ！ 

今年の夏も、「夏休み企画 図書館を楽しもうよ！」をはじめとした、夏のイベントを行いました。たくさ

んの方にご参加いただき、盛況のうちに終えることができました。ご参加・ご協力くださった皆さま、誠に

ありがとうございました！ここでは、イベントの様子をお伝えします。 

１日図書館員体験 
夏休み企画 図書館を楽しもうよ！ 

小学５・６年生を対象に、７月３０日（木）・８月６日（木）の計２回、 

「１日図書館員体験」を開催しました。今年度は全体で１８名が参加し、 

書庫の見学のほか、カウンターでの本の貸出・返却や排架、本のフィルム 

カバーかけなどを体験しました。グループでの話し合いは和気あいあいと、 

個人の作業は集中して取り組んでおり、充実した時間になったのではない 

でしょうか。 ▲▼１日がんばりましたね！ 

おつかれさまでした！ 
▼カードを使って「分類」を体験！ 

▼書棚の所定の位置に本を戻す「排架」 

 悩みながらもしっかり戻せました 
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 第３期 

子ども司書養成講座 めざせ！Kisa Librarian! 
きさ       らいぶらりあん 

 令和６年度に初めて開講した子ども司書養成講座「めざせ！Kisa Librarian!」も３年目を迎え、今年度は５

月から７月の毎週土曜日に、全７回の講座を行いました。司書の仕事や図書館のことを学ぶことができるこの

講座。今年度は、高校生４名と中学生１名の５名が参加し、そのうち１名は既に子ども司書として認定されて

いますが、再度学びたいということで参加してくれました。 

７月１９日（日）に、図書館で活動する音訳ボランティアグループ 

「音訳の会しおさい」の会員を講師に招き、「ボランティア講座 音訳教室」 

を開催しました。当日は、２１名の方が参加しました。音訳とは？ どんな 

人が必要としているのか？ どんな技術が必要か？ 音訳ボランティア活動と 

は？ といった内容を学んだうえで、実際に音訳を体験しました。 

体験では、好きな文章を選び、声に出して録音し、その後に吹き込んだ音声を聞いてもらいました。参加

者からは、「録音する時間は緊張したが、楽しかった」「自分の声を聞いて、思っている声と違い、違和感が

あった」などの感想があり、それぞれ楽しく体験し、学ぶことができた様子でした。 

ボランティア講座 音訳教室 

夏休みは図書館で過ごそう！ 
夏休み企画 図書館を楽しもうよ！ 

昨年度に初めて開催し、好評だった企画「夏休みは図書館で過ごそう！」 

を今年度も開催しました。小学生は３日間、中学生は２日間、午前の部と午 

後の部に分け、図書館別棟の恵春庵を、自由に過ごせる居場所として開放し 

ました。子どもたちの見守り隊として、ボランティアの方々や、子ども司書 

「Kisa Librarian」にも協力してもらいました。 

小学生の日は、午前の部からたくさんの子どもたちが参加してくれました。夏休みの宿題をやったり、折

り紙などでいろんな作品を作ったり、カードゲームで遊んだりと、初対面のお友達とも仲良く楽しんでいま

した。中学生の日は少人数でしたが、皆さんそれぞれ自習をして、静かに過ごしていました。 

５日間限定ではありましたが、参加してくれた子どもたちの元気いっぱいな様子に、図書館スタッフも楽

しませていただきました。来年の夏も開催予定なので、ぜひご参加ください！ 

 

今年度も含め、今までに認定された子ども司書に

は、イベント「夏休みは図書館で過ごそう！」に参加

してもらったほか、休館日の図書館で、図書の受け

入れや整備に取り組んでもらうなど、認定後も図

書館活動に協力してもらっています！ 

▲参考図書を使ってレファレンス調査 

 読み聞かせする絵本を選びます  
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《レファレンス・トリビア》 

★「レファレンス」とは情報を求めている利用者に対し、図書館員が提供する 

個人的援助を言い、貸出と並んで図書館サービスの中心となる業務です。 

R010/ト 『図書館用語集 ３訂版』 日本図書館協会用語委員会∥編  

☆ＡＩ情報には、注意が必要！？ 

 昨今急速に進むＡＩ開発。「ＡＩに仕事を奪われる」、「ＡＩが暴走して、人間が制御できなくなる」

等、ＡＩ開発に対する警鐘が鳴らされる反面、すでに私たちの生活にはＡＩが深く入り込み、その利

用は当たり前のようになっています。例えば、学生たちの間では、レポート提出にＡＩを利用しない

学生などいないと言われる程。ほんの少し前までは、レポートにＡＩを利用したか否かが、評価の分

かれ目だったかもしれませんが、今や、ＡＩの利用が大前提で、程度の問題ということになるのでし

ょうか。学生から言わせれば、こんなにタイパもコスパも良いものを、利用しない手はないというこ

とでしょう。 

 けれども、ＡＩの利用には、思わぬ落とし穴があることも事実です。何故ならＡＩは、利用する人

の好みの情報を提供しようと働く過程で、情報を混同したり、見誤ったりすることがあり、その結果、

誤情報を提供することもあるからです。先日も、ＡＩの誤情報に関する記事が、新聞の１面を賑わし

ていました。 

 ７月２０日（月）の朝日新聞の朝刊の１面に、「ＡＩ検索 覚えのない「倒産」」という見出しの記

事が、掲載されていました。記事は、岩手県にある繊維会社に関するもの。その会社は、あるブラウ

ザ上で生成ＡＩがまとめた検索結果に、自社が「倒産した」と表示されることを、取引先を通して気

付いたといいます。全くの事実無根であるにも拘わらず、です。そして、その原因は、岩手日報がオ

ンライン版で報じた別会社の倒産記事を、ＡＩが誤認したことによるものだろうと推測されていまし

た。つまりＡＩが、岩手日報の記事の見出しの情報だけを読み取り、具体的な会社名等、細かい情報

は精査しないまま誤認して、誤った文章を作った可能性があるというのです。生成ＡＩの仕組みに詳

しい大学准教授によると、「類似した情報がネット上にあると、ＡＩは混同しやすい」のだそうです。 

 そして、なんと、似たようなＡＩ情報に関係する案件が、当館のレファレンスにも舞い込んできま

した。レファレンスの内容は、ある特定の新聞記事を探してほしいとのこと。ところが、その記事の

日付も、見出しも、新聞社名もわかっているのに、見つかりません。県立図書館や、該当新聞社に協

力をお願いしてみても、さっぱりです。不思議に思い、記事の情報源について、依頼された方に再度

確認をしてみました。すると、その記事の情報が、ブラウザ検索に組み込まれた生成ＡＩとのやりと

りによって得られたものだということが分かりました。結局、その記事が実在するものなのか、それ

ともＡＩによる誤情報なのかはわからないまま、記事がみつからなかったという事実だけが残りまし

た。依頼された方も、記事がご自身の親族に係わるものだっただけに、さぞかしがっかりされたこと

でしょう。 

真実は謎に包まれたまま、調査だけが終了した心残りなレファレンスでした。 
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編集後記  

なかなか秋の高い空を見られない日々が続いていますが、図書館では様々な秋のイベントを鋭意準備中です。私の担

当としては、昨年に続き、昭和に関連した展示を予定しています。気分転換にでも、ぜひいらしてください。（N） 

８月、９月と千葉県を襲った豪雨。本市を始め、各市で甚大な被害がありました。心からお見舞い申し上げます。一日も

早く、何気ない日常を取り戻すことができますように。（まめ） 

秋の図書館行事予定 
それぞれ詳しくは、今後図書館ホームページや、

館内チラシなどでお知らせしますので、そちらを

ご確認ください。 

○第２５回 大人のためのおはなし会（要申込・先着・１８歳以上対象） 

 素話でおはなしの世界を楽しみましょう。 

１０/４(日) 午後２時３０分～午後４時 ＊定員に達したため、受付は終了しました。 

○第５回 大人のための絵本セラピー（要申込・先着・１８歳以上対象） 

 絵本の読み聞かせを楽しみながら、感じたことを参加者と分かち合ってみませんか。 

１０/２４(土) 午後２時３０分～午後４時 

○雑誌と図書のリサイクルフェア（申込不要） 

 保存期限が過ぎたなどの理由で除籍した雑誌や図書をお譲りします。 

１０/３１(土)～１１/２６(木) 開館時間中いつでも（金曜日・最終日は午後３時まで） 

○図書館企画展「昭和・木更津 あの日の本たち」（申込不要） 

 昭和に発行された図書を、郷土資料を中心に紹介します。図書館別棟、恵春庵にて開催します。 

１１/１４(土)～１１/２６(木) 午後９時～午後４時３０分（入場は午後４時まで） 

○第２８回れきおんミニコンサート「童謡と絵本で楽しむ秋」（申込不要） 

 国立国会図書館の歴史的音源から、秋の童謡を紹介します。絵本とともに楽しみましょう！ 

１１/２８(土) 午前１０時３０分～午前１１時３０分 

○児童文学講座「今日もコツコツ絵本づくり」 講師 やぎたみこ さん （要申込・先着） 

 作家としての活動や、物語がどのように生まれるのかなどについてお話しいただきます。 

１２/１２(土) 午後２時～午後４時 ＊受付は１１月１日（日）からを予定しています。 

 

雑誌寄贈終了のお知らせとご報告 

当館では、元市の職員の方より、雑誌３誌（科学、月刊社会教育、月刊福祉）のご寄贈を

いただいてまいりました。長きにわたるご厚意により、多くの市民の方々に、幅広い情報と

読書の機会をお届けすることができました。 

このたび、諸般の事情により、令和８年８月をもってご寄贈が終了となりましたので、こ

れに伴い、当該雑誌の蔵書登録を中止いたします。 

このご支援は、市民サービスの充実に多大なるご貢献となっておりましたことから、職員

一同より感謝を申し上げます。誠にありがとうございました。 


